
中百舌鳥駅周辺活性化基本方針（案）
- 多様なひとの交流と活動が生まれる中百舌鳥エリア ‐

【概要版】

令和6年○月 堺市



 れ ひとが    の
      

     が
     なが   

        が
  交   る

  が         
    る

     が
   る

    が
           る

 生    が
          る

    ア    が
       る

 中 生が
        る

   が  なが 
    れる

    方 

 
 
 
 
と
 

 

  

    駅周辺   

      

               

      周辺   

      

               

     
        

    活   性      

     

駅   
   

      

      

周辺   

          

1．中百舌鳥駅周辺活性化基本方針策定 背景

•  共交通のアク  性が高 エリアであり、府道大阪高石線が縦断 る

等、大阪都心と大阪南部 つなぐ重要な交通結節点である。

• 産 支援 関の集積 る北部エリア  ルラ  ア  の 問領域 持

つ大阪  大 の中百舌鳥キ      地   る。

• 活性化 向け 活 が期待される低未  地等が存在   る。

• 上位・関 計画 お  「 ノ     創 拠点」と位置づけ れ、  

  ア  の   挑戦 後押  るな  ノ     創  向け 施策

が 速    おり、大阪  大 では、  課題の解決 取り組んで

 る。

• 従来か 課題であっ 駅 の  改善 向け 検討が進め れ  る。

• 産 官で中百舌鳥エリアの活性化 図る め、「NAKAMOZU ノ  

   コア創 コ    アム」が設 され、 ノ     創 拠点の形成

 向け ロ ドマ  の作成等、 運醸成 図る活動 実施   る。

 中百舌鳥駅周辺活性化基本方針 が ざす  

Ⅱ 現状・課題整理

2．中百舌鳥駅周辺活性化基本方針 対象   及び策定目 

3．  中百舌鳥駅周辺活性化基本方針  位置づけ

「中百舌鳥駅  活性化基本方針」は、中百

舌鳥駅  エリアの活性化 向け 、「エリアが果

  役割」、「コ    」、「取組の方針」、「主な

施策」等 市  事  、関係 等、多様な主

 と    具 化 る めの共通の指針と  

共有 る ので 。
中百舌鳥駅周辺活性化基本方針

大阪のま づ りグラ ドデザ  

主 上位計画

堺市基本計画2025

堺市都市計画マ    ラ 

  
整合

堺産 戦略 等
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  主 関連計画

• ロ ドマ   お  、先導的 拠点形成 進めるエリアと る「中百舌鳥

駅  エリア」 本方針の対象と 、大阪  大 主 で進める「大阪

  大   エリア」と   る。

4．中百舌鳥駅周辺   が果たす役割

5．中百舌鳥駅周辺活性化基本方針 計画期間

○中百舌鳥駅周辺      特性

○中百舌鳥駅周辺    取り巻く状況

Ⅰ 計画  提

Ⅰ 計画  提

中百舌鳥駅は、大阪都心部 直結 、南部大阪一の 降客数 誇る交通結節点であり、   はS-Cube（さ

か  事 創造    ） 大阪  大 が 地 る等、 ノ     の創  つながる多様なひとが集うポテ 

  ル 有   ま 。

本市がめざ  ノ     創 拠点 形成 る は、中百舌鳥駅  エリアの活性化 図る取組 実施 る中で、

多様 ひとが 多様   ・活動 しやすくす   めの環境 整 ることが必要で 。

 中百舌鳥イノベーション創出       向けて

資料：イノベーション創出      向けた
ロードマップ（NICCC作 ）

■中百舌鳥    核と      と連携

〇上記2つのエリアと  市街地 含む一  
概ねの対象エリア（約10ha）と る。

中百舌鳥駅前北側広場の再
編 北部エリアの有効活  
はじめ、中百舌鳥駅  エリ
アの活性化の方向 示 、 
 投資の誘発等、多様な主
  より ノ     創 拠
点等の上位計画でめざ べき
姿 実現 、エリア全 の魅力
と価値の向上 目的と る。

 駅       
【策定目 】

交通結節点であり、多様な 々の行動の中心
となるエリア

✓ 多様なひとが交流 、活力 生む ノ     創 の拠点

✓ 多 のひとが集 南大阪の成長・発展 けん引 る存在であると同  地域の中心的拠点

※策定後は、エリア 取り巻 状況 取組の進捗状況 踏ま 、柔軟  直  行う。

「中百舌鳥駅  活性化基本方針」では、2040年（R22）頃の中百舌鳥駅  エリアのあるべき姿  据 なが 、

概ね10年間 取組方針  示 。 社会 動向（まと ）

中百舌鳥駅周辺    現状（まと ）

◆ 国 よる「居心地が良 歩き  なるま なか」の推進
◆  モ リテ  IoTテクノロ  等の進展
◆      よる都市の活性化事 の広まり
◆     ア  の   挑戦 後押    る

課題① 滞留したく  機  充実

課題② 低未利  空間 活 

課題③ ひと 活動 促 

   駅 降客数は多  のの、エリア
内で滞留空 の  が少な  め、 
    の 便性 向上 つつ、多様
なひとがエリア内で     せるような
都市  が求め れる。

市街地内の低未  地 、駅前空 、
北部エリア等、今後活 ポテ   ルのあ
る空 が存在  おり、その有効活  
 活 の促進が求め れる。

 ノ     創 拠点 向け 様々な
取組 より起 家・    ア  等が集
まり、地域で雇  生み、    ロ ェ
ク      が生まれ おり、既 存在
 る活動組織 含め、ひと 呼 活動 
促 環境整備 支援が求め れる。

◆ 生産年齢 口が多 居  る大阪都心部の  ド ウ 
◆ 近隣の大 へ通  る大 生等が他の駅と比べ 多 

人口特性

 通環境

土 利 ・  機 

利 者ニーズ

◆      は1日4万 以上で非常 多 の が行き交う
◆    の少な 滞留空 、歩行 と自転車の混在 駐輪場の

不足等、空 的な課題がある

◆ 土地区画整理事  より整っ 市街地が形成
◆ マ     中心と  多 の居   と複数の低未  地が存在
◆ 駅  以外では  り 舗（飲食・購買）が少な 
◆ 北部エリア 、産 支援 関がまとまっ  地
◆ 北部エリアは、活性化 向け 活 が期待される低未  地等が

存在

◆ 商 施設の少なさ  り ぎの   さな 、賑わ   便性の面
で課題が認識され  る

■ 中百舌鳥駅周辺活性化基本方針 
 概ね 対象   

≪   内で行われ ひと   ・活動イメージ≫

産 支援 関が集積 、活性化 向け 活 
が期待される低未  地等が存在 るエリア

       



◆ 次 の ノ     創   う  方が課題解決   

 価値観、起  知り ぶ   提供 ること よるア 

         マ  ドの醸成

◆ 市内外の起 家・事  ・研究 ・ 生、支援  行

政等の多様なひとの交流、知識・技術・  課題等の 

 ・知 の 得か    価値 生むア デア 共創の多

産 促進 、   取組 多層化 る環境の形成

◆ 産 官 先輩起 家が協力、     ポ   制の

 築 実証の  の提供等 より、事 が  実装され

るまでの ポ   実施

◆ 大阪  大 の高度な研究  ズ 起 家精神が醸成

され  生の強み 生か 、  課題解決の めの ロ

 ェク  創 、総合知 活か    実装 推進

◆ 駅前広場エリア お  、  活力 導入  商

 ・ 務・多様なひとが交流 る  等があり、 

 改善  資 る施設 整備 、ひとの活動の中

心となる場 創 

◆ 北部エリア お  、  活力 導入   園の

再配置 調整池等の低未  地の高度  化、

既存施設の有効活  よる都市   更 

◆ 駅前広場エリアと北部エリア の低未  地 既

存   ク等 有効活  、商 ・飲食 等の充

実 よる1階  ルでの活力の拡大   な  

の導入 よるエリア内 多  化

駅前広場エリア 北部エリアが一 的なエリア「駅ま 空 」と 

 形成され、エリア内 多様なひとの交流・活動の場が充実  

 る。

様々な価値観 ラ     ル  合っ 建物 空 のア  

デ   繰り返 、最先端の場と  多様な   エリア内 備

 ることで、ひとの交流 活動が促進される。

多様なひとの    挑戦  ポ   ることで、様々な交流 

活動が積み重なる。

方針① ひと中  空間 創出 方針②   機 更  推 方針③ イノベーション つ が   ・活動 促 方針④  民連携 よ マネジメント体制 構築

②‐3     一体性   

②‐2 民間投資 促  よ   機 誘 

④‐1 多様 主体 よ 活動 促 ①‐1  た   ・活動 生む空間

①‐2 安全快適で歩きたく  ひと中  空間

◆ 駅前広場エリアの交通  形態 最適

化 つつ駅前広場  の再配  行 、

ひと中心 再編

◆ 北部エリアの既存  の再配  より、

低未  地等  活     土地 

  再編

◆ 誰 が使    空 整備 行 、エリア内

の歩行    ワ ク 形成

◆  ェア  クル・次  モ リテ 等の活  よ

るエリアへのアク  性の向上

◆ 駅前広場エリアの歩行 空 の整備と  

状況 応じ 駐輪場の再配置 検討 ◆ 容積率の緩和 駅前広場の上空  等、各種

制度の柔軟な活  よる  投資 促進

◆ エリア内の事  、エリア内で活動   る方々、

NICCC等の   制の 築 よる多様な主 の

活動   創 

③‐1 多様 主体で 連携・共創 より、イノベーション

 多層化

③‐2 中百舌鳥発 イノベーション 輪 拡 

◆ PRの強化と地域 超   ポ   制の 築 より、 ノ

     創 拠点で生まれ 事  市外・全国 展 

④‐3     利活 や管理運営 仕組み 構築

◆ エリア内の事   エリア内で活動   る方々等

が共有できるガ ドラ   協定等の作成 よる 

続的な  の創 

◆ 鉄道事  と  改善 資 る施設の事  等

が  ・協力できるル ル 作成 、     の

 便性 高める管理運営の実施

◆ 柔軟な道路空 の   よる歩行 の 便性 

高める沿道空 の形成

Ⅲ 活性化 コンセプトと取組 方針

多様 ひとが  ・活動でき 空間 つく 

ひとが訪れ きっ け つく 

ひと つ がり つく 

【活性化 視 】

【エリアの活性化 向け 】

○エリア内でひとが魅力と価値 感じ、交流・活動が繰り広げ れること

が重要で 。

○その め は、駅・駅前広場・  市街地 一 的 捉  都市

  強化 空 活  図る「駅ま 空 」と  魅力 高め、ひと

が交流・活動    よう、下記の3つのひと中心と  視点で、取

組の方針 示 具 的な施策 実施 ま 。

④‐2  しい手法 活 

◆  かり      手法の活  よる今までエリア 

関わりがなかっ ひとの 画  の創 

②‐1  しいこと 出会い、ワークとライフ 

支え     
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  ・活動が生まれ ひと中        

ー た 価値 出会え 駅まち空間ー
生活×イノベーション

【コンセプト】

１．中百舌鳥駅周辺    活性化 コンセプト

姫路市 JR姫路駅前広場

交通  形態の最適化等の
駅前広場  の再配 

 南市 JR徳山駅前広場

  活力 導入  
多様なひとが交流 る施設整備

 ポ   制の 築 
実証の  の提供

エリアマ  メ  組織 よる
空 の活力創 

2．中百舌鳥駅周辺    取組 方針と主 施策

東京都千 田区

丸の内仲通り

◆ 駅前広場 道路空 等の 共空 と  空地

のデザ   統一感 持 せる等、良好な通り景

観 形成

◆ 拠点整備 おける統一感のある空 形成 より、

エリアの一 性 創 



駅      

駅前広場再整備
自転車駐車場再配置検討

ひと中心の空 の 持管理・運営

各種制度の 直 各種 直 後の制度運 

  活力 導入  拠点施設整備
空 ・    の組織  組み・ル ルの検討・ 築

     よるマ  メ  の実行

     
土地  の再編 向け 

実証実 
土地  の再編検討

拠点施設整備 ひと中心の空 の 持管理・運営

 園の再整備・低未  地の
高度  化

     よるマ  メ  の実行

周辺   
道路空 活 の実証実 道路空  おける事 の実施

  施設の誘導策の検討 低未  地 既存   ク等の有効活 

   全体
（イノベーション創出関連）

低未  地 既存   ク等の有効活 

道路空  おける事 の実施

  施設の誘導策の検討

道路空 活 の実証実 

活発な交流・活動と  ・共創 よる ノ     創 
ひとと事 の多様化と地域 超  展 と拡大 促進

 ノ     の
多産・多層化 促進

     よるマ  メ  の実行

ひと中心の空 の 持管理・運営土地  の再編 向け 
実証実 

土地  の再編検討
 園の再配置・低未  地の
高度  化

拠点施設整備

空 ・    の組織  組み・ル ルの検討・ 築
     よるマ  メ  の実行

  活力 導入  拠点施設整備

各種 直 後の制度運 各種制度の 直 

ひと中心の空 の 持管理・運営
駅前広場再整備
駐輪場再配置検討

方針 ひと中心の空  創 

方針 都市  更 の推進

方針  ノ      つながる交流・活動の促進

方針      よるマ  メ   制の 築

【 期】【 期】 【中期】

    年
   年

    年
    年

    年 
    年 

 

     

     

      

         

産 官  
の取組展 

     

駅   
   

周辺   

    
  セン ー

   会  

 ‐    

ひとの交流・活動の中心
となる拠点の形成

エリア つなぐ 、 全・ 適
 歩     魅力ある空
 の形成

多様なひとが   こと  
  、     できる拠点の
形成

1．事 展開

 規模な取組   の変化 対応 なが 少 ずつ段階的   、最終的 本格実施 移行 るLQCア ロ  
（LQC：Lighter、Quicker、Cheaper） より、エリアの滞在  の拡大 交流・活動の増  図る。
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■事 展開 ロードマップ

Ⅴ 事 展開と推 方策Ⅳ    絵姿

Ⅳ    絵姿Ⅲ 活性化 コンセプトと取組 方針

■空間   像

資料：背景 図 国土 理院 図

■   間 連携イメージ

資料：背景 図 国土 理院 図

周辺   ：安全快適で歩きたく  ひと中  空間イメージ

※パースは、   イメージした  で り確定した  では りません

     ：  機  更 したイメージ

駅      ：駅   と民間施設 整備イメージ

駅      ：乗継改善と駅   で   ・活動イメージ

エリア内の活性化 図る両輪と  、「駅前広場エリア」と「北部エリア」のそれぞれ お  拠点の形成 図り、更 「  

市街地」での  投資 誘発 、エリア一 で都市  強化 空 活  図りま 。

3．空間   像

※パースは、   イメージした  で り確定した  では りません


